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大阪歯科大学と立命館大学の包括連携記念講演会
日時：2023年10月27日（金）15：30～
場所：大阪歯科大学：創立100周年記念館4階大講義室（天満橋）



自己紹介
光山誠（歯科医師/歯学博士/MBA）

【主な経歴】

 1991年3月大阪歯科大学卒業

 2007年3月立命館大学大学院経営管理研究科卒業

 2019年9月広島大学大学院博士後期課程単位取得満期退学（経営学）

 （医） 敬英会理事長、（社福）敬英福祉会理事長

 （公社）大阪介護老人保健施設協会（大老協）理事

 （公社）全国老人保健施設協会（全老健）人材対策委員会副委員長

 （一社）和歌山県老人保健施設協会（和老協）理事

 大阪歯科大学非常勤講師

 立命館大学大学院ビジネススクール（MBA）非常勤講師（介護経営）

 大阪大学歯学部非常勤講師

 大阪商工会議所アドバイザー

 他
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公益社団法人全国老人保健施設協会（全老健）

全国の介護老人保健施設の一致協力によって、地域社会の健全
な発展を図り、高齢者等の保健医療・福祉の増進に寄与すること
を目的として、平成元年に設立された全国組織。平成23年8月、
公益社団法人へ移行。

全国の正会員施設数 ３，５５７ 令和５年５月末現在

（老健施設開設施設数 ４，００７施設）

全老健加入率 ８８．８％

設置主体状況

医療法人 . ２，６６１施設 ７４.８％
社会福祉法人 ５４６施設 １５.４％
その他（市町村、公益法人、済生会、厚生連、赤十字社等） ３５０施設 ９．８％
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背景

 少子高齢化、人口減少、社会保障増大

 地域包括ケア、地域共生社会

 介護予防、自立支援、重度化予防

 生産性向上



生産性向上

 人員削減ではなく、人材不足対策のためである

 ムリ・ムダ・ムラを省く

 介護ロボット、 AI、ICT、見守り機器等（次年度に定義の見直し）
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ロボット技術の介護利用における
重点分野の改定等に係る調査

第1回委員会資料

令和５年10月20日（金）
11：00～13：00

経済産業省商務・サービスグループ
医療・福祉機器産業室
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介護現場で広く普及し利用されている機器

介護現場で広く普及し利用されている機器

主にメカ（ハードウェア） 主にICT（ソフトウェア）ハードウェアを伴ったICT

移乗支援 移動支援 入浴支援 排泄支援

●装着

●非装着

●屋外

●屋内

●装着

●入浴

●動作支援

●排泄予測●排泄物
処理

見守り・
コミュニケーション 介護業務支援

●在宅

●施設

●コミュニ
ケーション

●情報収集・
機器連携

計測・評価・
アセスメント

計画作成

教育・研修

記録、職員
コミュニケーション

事業所
管理

機能訓練
支援

食事・栄養管理
支援

認知症
生活支援・
ケア支援

●：現在の重点分野
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追加候補3分野の範囲の議論に向けた調査プロセス

• 近年の社会情勢や介護現場におけるニーズの変化等を踏まえ、昨年度のAMED調査において、現行の重点分野6
分野13項目では読み込めない「機能維持・改善」、「食事・口腔ケア」、「認知機能支援」が提案された。

• 事例調査にて抽出した事例を類型化し、技術開発の見込みや介護に特化した開発の必要性、他の重点分野との
独立性について検討した。

• また、開発範囲が徐々に広がってきている「介護業務支援」についても、同様のアプローチにて検討した。

とりまとめ
重点分野への
追加是非検討

事例の類型化事例調査
（3分野候補＋介護業務支援）

昨年度調査

• 昨年度AMED調査に
おける介護事業所・開
発事業者・有識者ヒア
リングおよびワークショップ
を通して、現行の重点
分野6分野13項目で
は読み込めない「機能
維持・改善」、「食事・
口腔ケア」、「認知機能
支援」が提案された。

• また、介護業務支援の
範囲に関する課題提
起も行われた。

• 「機能維持・改善」、
「食事・口腔ケア」、「認
知機能支援」、および
「介護業務支援」に関
連する機器・システムに
ついて、具体的な開発
事例調査を行った。

• 国内製品化事例のみ
ならず、開発中の事例
や、海外事例も含めて
調査を行った。

• 事例調査にて抽出した
事例について、使用者
や使用場所、使用目
的等をもとに類型化を
行った。

• それぞれの類型について、
重点分野への追加是
非を検討した。

• 下記の５項目を重点
分野への追加是非の
判断基準とした。

✓ 現場ニーズ

✓ 従来のケアと比較し
たメリット

✓ 技術進展

✓ 介護に特化した開
発の必要性

✓ 他の重点分野との
独立性

• 先のプロセスを踏まえ、
重点分野の範囲につい
てとりまとめた。

• また、重点分野の範囲
を明確に示す重点分
野の名称についてとりま
とめた。
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追加分野候補② 食事・栄養管理支援

定義案 摂食・嚥下機能が低下した高齢者の食事・栄養管理に関する周辺業務を支援する機器・システム

分野の
対象範囲

•誤嚥を検知する機器、および食事量・栄養摂取状況を把握する機器（食事摂取記録を自動化するシステム等）を対象とする。
•食事準備を支援する機器、食事動作を支援する機器、口腔・嚥下の訓練機器、口腔ケアを支援する機器は対象外とする。

追加
すべき理由

食事・口腔ケア・栄養管理において使用する機器・システム

A）配下膳支援
C）食事動作

支援

E）口腔・嚥下
機能訓練支援B）調理支援

D）口腔・嚥下機
能アセスメント支援

栄養管理

食事量・栄養摂取
状況を把握する

機器

ブラッシングを
支援する機器

•高齢者の心身機能の維持・向上に対して、食事は重要な役割を果たしている。しかし介護現場では、食事やその周辺の介助業務等が職員の負担に
なっており、十分な時間をかけられていない場合がある。また高齢者は摂食・嚥下機能が衰えることで、食事量が減ったり、誤嚥が生じる可能性も高まる。
•近年、ICT技術の発展や画像認識AIの精度の向上により、利用者の口腔・嚥下機能等を可視化する機器や食事の摂取量を推定する機器・システ
ム等の開発が進められている。
• このような機器・システムの開発・導入が進むことで、高齢者の摂食・嚥下機能等の個別性に沿った支援が介護者の負担を大きく増やすくことなく実施
可能となり、高齢者の自立支援に寄与することが期待される。

食事準備 食事動作 咀嚼・嚥下

口腔ケア

G）栄養管理
F）口腔ケア

支援

口腔・嚥下機能の
訓練を支援する

機器

口腔ケア手技を
評価する機器

口腔・嚥下機能
を評価する機器

誤嚥を検知
する機器

食事動作を
代替または補
助する機器

介護食の調理を
支援する機器

とろみ飲料の準備
を支援する機器

自動配膳
ロボット

人追尾と自動運転が
切り替えられる配膳車

アーム付きの下膳ロボッ
ト
・ACUR-C 等

やわらか食調理家電
・デリソフター 等

とろみ茶を作成する機器
・とろみ給茶機 等

食事支援ロボット
・マイスプーン
・obi 等

上肢の動作補助機器
・ポータブルスプリング
バランサー 等

誤嚥検知機器
・嚥下運動の可視化装置
等

歯ブラシの自動化機器
・次世代型全自動歯ブラシ
等

歯垢を可視化する機器
・歯垢検査ライト 等

食事摂取量管理システム

食事

赤：
対象範囲

グレー：
対象範囲外

現在の重点分野は開発支援と導入支援が連動していることから、以下に留意した定義文及び対象範囲とする。
① 機器・システムは、あくまで専門職のケアやケアの判断を支援するものであり、最終的な判断自体を機器・シス

テムが担うものではないこと
② 機器・システム開発において、高齢者や介護者の利用にあたり適切なエビデンス取得が必要であること
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キーワード

 自立支援、重度化予防

 介護現場における生産性向上

 フレイル予防（サルコペニア予防・ロコモティブ予防）

 歯→口腔→全身

（例）

 口腔機能維持改善のための十分なケア

 効果的なリハビリ（EMSなど活用）、体組成計で定期的な筋肉量計測など

 筋力・持久力維持の資するタンパク質（プロテイン）が多い食事の提供

 大老協会員施設（デイケア）での実証プログラム
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企業

企業

公益社団法人
大阪介護老人保健施設協会

医療機
関

自治体

研究機
関

企業

企業

〇〇〇コンソーシアム
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